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In vivo 1H MRS による新生児脳内 GABA レベルの測定
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背景と目的

g-アミノ酪酸（GABA）は脳において主要な

抑制性脳内神経伝達物質である1),2)．しかし，

新生児期における in vivo GABA 濃度について

の報告はこれまでになされていない．磁気共鳴

スペクトロスコピーの差分法（edited-MRS）

により in vivo GABA 信号を検出することは可

能であり3)，クレアチン（Cr）や N-アセチル

アスパラギン酸，水などを基準（分母）として

相対評価されている．しかしこれら基準物質の

濃度や T1，T2 は成長とともに変化するた

め4),5)，新生児と他の年代との GABA 信号の

比較時に，分母の値が異なるため間違った情報

を提供してしまう可能性がある．

本研究は，臨床用 3T MR 装置を用いた

edited-MRS 法で，健常と思われる新生児脳の

基底核および小脳において，正確な in vivo

GABA＋レベルを調べることを目的とした．な

お edited-MRS 法で検出された GABA 3 ppm

ピークには高分子ピークの寄与も考えられるた

め，GABA＋と表記した．

対象と方法

対象は健常と思われる新生児 29 名である．

また，健常児童 8 名（10.3±3.5 歳）を対照児

童群とした．すべての MR データは，3T MR

装置（Siemens）により，32 チャンネルヘッ

ドコイルを用いて行った．Edited-MRS データ

の収集にはプロトタイプの MEGA-PRESS

シーケンス（TE/TR＝69/1500 ms）を用いた．

データ処理は Gannet ソフトウェア6)および開

発したプログラムを用いて解析を行った．領域

ごとの GABA＋レベルは，ピーク面積比

GABA＋/Cr に Cr 濃度を掛け合わせ，新生児

の基底核 GABA＋の平均値を 1.0 とし正規化

を行った．Cr 濃度は，PRESS MRS データ

（TE/TR＝30/5000 ms）から求めた．すべて

の統計解析は，IBM SPSS（USA）を用いて

行った．

結 果

新生児の小脳では対照児童より GABA＋/Cr

が有意に高かった（Mann-Whiteney U-test, p

＜0.05, Fig. 1）．一方，Cr 濃度は（基底核，新

生児 7.7± 1.0 mM児童 8.3± 0.6 mM，小

脳，新生児 6.6± 2.8 mM児童 11.4± 1.5

mM）であり，小脳領域において新生児が有意

に低かった（p＜0.01）．正規化した GABA＋

レベルは，新生児 GABA＋レベルは両領域に
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Fig. 1. GABA＋/Cr levels. ＜0.05.

Fig. 2. Normalized GABA＋levels. ＜0.01.
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おいて小児よりも有意に低かった（p＜0.01,

Fig. 2）．

考 察

新生児脳における GABA＋レベルは，基底

核および小脳共に児童よりも有意に低かった．

脳脊髄液および検体細胞内の研究でも，GABA

濃度の年齢による有意な増加が報告されてい

る7),8)．本研究における新生児小脳領域での

GABA＋/Cr 高値は，児童と比較して有意に低

い Cr 濃度が影響していると考えられた．

結 論

Edited MRS 法を用いて in vivo 新生児脳の

GABA＋レベルが得られた．基底核および小脳

の両領域において，新生児の GABA＋レベル

は児童よりも有意に低く，既に報告されている

in vitro データと傾向が一致していた．新生児

と異なった年齢間での GABA＋/Cr 値の比較

の際には対象者の Cr 濃度に注意が必要であ

る．
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In vivo neonatal brain g-aminobutyric acid (GABA) levels were investigated during neonatal period

and were compared with those levels in children. Using clinical edited magnetic resonance spec-

troscopy (MRS) at 3T, we studied 29 normal neonates and 8 normal children as controls. In both the

basal ganglia and the cerebellum regions, signiˆcantly lower levels of neonatal GABA were observed

compared to those levels in children; the ˆndings were consistent with the previous in vitro data.


